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第1章　 緒 言

Goldthioglucose肥 満 マ ウ ス(以 下GTG群 と略

す)に お ける1-14C-acetateよ りの脂 酸 合 成 を対 照

マ ウ ス(以 下control群 と 略 す)と 比 較 検 討 し,

 GTG群 で は,肝 に お け る脂 酸 合 成 の 著 明 な亢 進,

 oleic acid(以 下18:1と 略 す)生 成 亢 進, 18:1

の トリグ リセ ライ ド(以 下TGと 略 す)へ の エ ス テ

ル化 亢 進 お よ び脂 肪 組 織 に お け る脂 酸 合成 の亢 進 が

み られ る こ とを第1編 に お い て述 べ た.

そ こで, GTG群 に お け る脂 酸 代 謝 の特 徴 を よ り明

らか に す る目 的 で, (U)-14C-palmitic acidお よ び

必 須 脂酸(1-14C-linoleicacid, 1-14C-γ-linole-

nic acid)の 代 謝 に つ い て検 討 した.

第2章　 実 験 動 物 お よ び実 験 方 法

実 験 動 物:第1編 と同様 で あ る.

実 験 方 法: (U)-14C-palmitic acid (495mCi/mM)

 6μC, 1-14C-linoleic acid (51mCi/mM)お よび1-14C-

γ-linolenic acid (20mCi/mM) 10μCを12.5%人 血

清 アル ブ ミン生 食 水1mlにsuspendし て,マ ウ

ス の膜 腔 内 に注 射 した.

(U)-14C-palmitic acidの 場 合 は, 4時 間 絶 食 後

の マ ウ ス に注 射 し, 4, 24お よ び48時 間 目 に肝 を摘

出 し た. 1-14C-linoleic acidお よ び1-14C-γ-lin-

olenic acidの 場 合 は, 7時 間 絶 食 後 の マ ウ ス に注

射 し, 24時 間 目 に 肝 を摘 出 し た.な お, 14C標 識 脂

酸 投 与 後 は,自 由 に摂 食 させ た.

脂 質 処 理 の方 法 は,第1編 と同 様 に行 った.

gaschromatograpyhに お ける γ-linolenic acid

(以 下18:3と 略 す), homo-γ-linolenic acid(以

下20:3と 略 す)お よ びarachidonic acid(以 下

20:4と 略 す)は,そ れ らの標 準 脂 酸 メチ ル を用 い

て,ピ ー クお よびretention timeに よ り同 定 した.
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第3章　 実験成績

第1節　 (U)-14C-palmitic acidに つ いて の成

績.

第1項　 総 脂 酸 へ の14Cと りこみ

肝1g当 りの総 脂 酸 へ の14Cと り こみ は,表1に 示

す ご と く, 14C-palmitic acid投 与 後4時 間 目で は,

 control群526×108cpm, GTG群318×103cpm, 24

時 間 目で ばcontrol群165×103cpm, GTG群298×103

cpm, 48時 間 目 で はcontrol群104×103cpm, GTG

群79×103cpmで あ り,各 時 間 に お け る両 群 の差 は 明

らか で は な か った.

第2項　 総 脂 酸 の 各 脂 酸 へ の14Cと りこ み百

分 率　 (表1)

palmitic acid(以 下16:0と 略 す)へ の14Cと り

こみ百 分 率 は, 14C-palmitic acid投 与 後4時 間 目

で は, control群83%, GTG群86%で あ り, 24時 間

目ではcontrol群61%に 対 して, GTG群75%で あ

り, GTG群 で は有 意 に増 加 して い た. (P<0.05)

48時 間 目で はcontrol群86%, GTG群78%で あ った.

 stearic acid,(以 下18:0と 略 す)へ の14Cと り

こみ百 分 率 は, 4時 間 目 で は両 群 と も4%で あ っ た

が, 24時 間 目 で はcontrol群19%に 対 し, GTG群

13%で あ り, GTG群 で は有 意 に低 下 して い た(P<

0.01). 48時 間 目で はcontrol群6%, GTG群13%

で あ っ た.

oleic acid(以 下18:1と 略 す)へ の14Cと りこ

み百 分 率 は, 4時 間 目 で はcontrol群2.5%, GTG

群1.3%, 24時 間 目 で は各 々6.3%, 4.4%, 48時 間 目

で は各 々0.8, 2.4%で あ り, 18:0と 同様 に, 24時

間 目 に増 加 す る も,両 群 の 間 に有 意 の差 は み られ な

か っ た.

Table 1　 Incorporation of 14C from (U)-14C-palmitic acid into total

 fatty acids and percentage distribution of 14C in individual

 fatty acids of liver (mean ± standard deviation)

*: Time after administration of (U)-14C-palmitic acid

+: Number in parenthesis indicates number of experiments

Table 2　 Percentage distribution of 14C from (U)-14C-palmitic acid

 in fatty acids other than palmitic acid (mean±S. D.)

+: Number of experiments

*: Time after administration of (U)-14C-palmitic acid
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arachidic acidよ りretention timeの 長 い す べ

て の 脂 酸(以 下20:0≦ と略 す)へ の14Cと りこみ 百

分 率 は,両 群 の 間 に有 意 の差 は み られ ず,約6%以

下 で あ っ た.

myristic acid(以 下14:0と 略 す)お よ びpalmit

olec acid(以 下16:1と 略 す)へ の14Cと りこ み

百 分 率 は,両 群 と も3%以 下 で あ った.

第3項　 (U)-14C-palmitic acidよ りの他 脂

酸 へ の14Cと りこ み百 分 率

14C-palmitic acidは
,既 存 の16:0に よ りdil

utionを うけ る た め, 16:0を 除 い た 各 脂酸 へ の14C

と りこ み を百 分 率 で み る と,表2に 示 す ご と く,各

時 間 に お け るcontrol群 とGTG群 の 間 に は,有 意

の差 は み られ な か った が, 18:0へ の14Cと りこみ 百

分 率 は, 4時 間 目か ら, 48時 間 目にか けて増 加 し た.

第4項　 主 要 脂 質 分 画へ の14Cと りこみ百 分率

14C -palmitic acid投 与 後4お よ び48時 間 目 の 主

要 脂質 分 画 へ の14Cと り こみ百 分 率 は,表3に 示 す ご

と く, GTG群 で はcontrol群 に比 して, PLの 増,

 TGの 減 少 傾 向 が み られ た.

第2節　 1-14C-linoleic acidお よ び1-14C-γ-

linolenic acidに つ い て の 成 績

第1項　 総脂 酸 へ の14Cと り こみ.

肝1g当 りの総 脂 酸 へ の14Cと りこ み は,表4に 示

す.ご と く, 14C-linoleic acidで は, control群100

×103cpm, GTG群71×103cpmで あ り, 14C-γ-lino

lenic acidで は, control群260×103cpm, GTG群

280×103cpmで あ り,両 群 の 間 に有 意 の 差 は み られ

な か っ た.

第2項　 総 脂 酸 め 各 脂 酸 へ の14Cと り こみ 百

分 率

14C -linoleic acidで は,各 脂酸 へ の14Cと りこ み

百 分 率 は,表4に 示 す ご と く,両 群 と もに, 18:2

で60%前 後, 18:3で1～4%, 20:3で3～4%,

 20:4で12%前 後, arachidonic acid,以 上 のret

evtion timeを 有 す るす べ て の 脂 酸(20:4く と略

す)で4%前 後, 16:0お よ び18:0で4～6%で

あ っ た.

Table 3　 Percentage distribution of 14C from (U)-14C-palmitic acid

 in major lipid classes of liver

+: Number of experimnets
*: Time after administration of (U)-14C-palmitic acid

Table 4　 Incorporation of 14C from 1-14C-linoleic acid and 1-14C-γ-linolenic

 acid into total fatty acids and percentage distribution of 14C

 into individual fatty acids of liver

 (mean±standard deviation)

+: Number of experiments

 *: 103cpm/g liver

14C-γ-linolenic acidで は
, 18:3はcontrol群

10%, GTG群6%で あ った が, 20:3はcontrol群

20%に 対 し, GTG群16%と 有 意 に 低 下 し(P<0.

05),逆 に20:4はcontrol群46%, GTG群58%
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で あ り, GTG群 で増 加 して い た.ま た,両 群 と もに

20:4<は10%, 16:0は3%, 18:0は1.6%で あ

った.

Table 5　 Percentage distribution of 14C from 1-14C-linoleic acid and

 1-14C-γ-linolenic acid in fatty acids other than fatty acids

 of sources (mean±standard deviation)

+: Number of experiments

Table 6　 Percentage distribution of 14C from 1-14C-linoleic acid

 and 1-14C-γ-linolenic acid in major lipid classes of liver

+: Number of experiments

Table 7　 Percentage distribution of 14C from 1-14C-linoleic acid and 1-14C-γ-linolenic

 acid in individual fatty acids of triglyceride and phospholipids of liver

第3項　 1-14C-linoleic acidお よ び1-14C-

γ-linolenic acidよ り の 他 脂 酸 へ の14Cと り こ み 百

分 率(表5)

14C-linoleic acidで は
,各 脂 酸 へ の14Cと り こ み

百 分 率 に お い て, Control群 とGTG群 の 間 に 有 意 の

差 は み られ な か っ た. 14C-γ-linolenic acidで は,

 GTG群 で はcontrol群 に比 して, 20:3で 低 下(P

<0.05), 20:4で 増 加 す る傾 向 が み られ た.

各 脂 酸 への14Cと りこみ百 分率 を14C-linoleic acid

と14C-γ-linolenic acidと で 比 較 す る と, 14C-lin

oleic acidで は14C-γ-linolenic acidに 比 し て, 16

:0, 18:0は 有 意 に 増加 し, 20:3, 20:4は 有

意 に減 少 して い た.ま た, 14C-linoleic acidで に,

 16:0と18:0が ほ ぼ 同率 で あ る の に対 し, 14C-γ-

lino lenic acidで は18:0は16:0の 約50～60%で
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あ っ た.

第4項　 主 要 脂 質 分 画 へ の14Cと りこみ百 分 率

(表6)

14C -linoleic acidで は,両 群 と もPLが 約50%,

 TGが 約40%で あ った が, GTG群 で はcontrol群 に

比 して, PLで 低 下, TGで 増 加 す る傾 向 が み と め ら

れ た.

14C-γ-linolenic acidで は
,両 群 と もPLが70～

80%で あ った が, GTG群 で はcontrol群 に比 して,

 PLで 減少, TGで 増 加 す る傾 向 が み とめ られ た.

第5項　 ト リグ リセ ラ イ ドお よ び リン脂 質 の

各 脂酸 へ の14Cと りこみ百 分 率

PLお よ びTGの 各 脂 酸 へ の14Cと りこみ百 分 率 は,

表7に 示 す ご と く, control群, GTG群 各1例 で あ

るた め,両 群 の比 較 は 困難 で あ る が, PLお よ びTG

の エ ス テ ル化 に 際 し,脂 酸 の 撰択 性 が み られ た.

す な わ ち, 14C-linoleic acidで は, 18:0, 20:

4はPLに エ ス テ ル化 され 易 く, 18:2, 18:3は

TGに エ ス テル化 され 易か った. 14C-γ-linolenic acid

で は, 16:0, 18:1, 18:3はTGに, 18:0, 20

:4はPLに エ ス テ ル化 され易 か っ た.

第3章　 考 按

著者 の行 っ たin vivoの 実 験 に お い て,投 与 され

た14C標 識 脂 酸 は,既 存 の 各 脂 酸poolに 入 り, acyl

 CoAと な り,炭 素 鎖elongatin,不 飽 和 化,短 鎖 化,

 β 酸 化, acetyl CoAよ りの 脂 酸 の再 合 成 お よ び エ

ス テ ル化 な ど種 々 の代 謝 を うけ て い る と考 え られ る.

今 回 の各 脂酸 へ の14Cと りこみ百 分 率 のpatternは,

第1編 におけ る14C-acetateよ りの 脂酸 合 成 のpatt

ernと は こ と なっ て い る た め, 14C標 識 脂 酸 が す べ

て β酸 化 を う け, 1度acetateの 形 に な り,再 び

acetyl CoAよ り再 合 成 され た もの と は考 え られ な

い.従 っ て, gaschromatographyの 上 で投与 した14C

標 識 脂 酸 よ り もretention timeの 長 い脂 酸 は主 と

して炭 素 鎖elongation或 い は不 飽 和 化 に よ る もの,

 retention timeの 短 い脂 酸 は主 と して 短 鎖 化 或 いは

acetyl CoAよ りの再 合 成 に よ る もの と考 え られ る.

14C-palmitic acidに おけ る実 験 成 績 で
, 16:0か

ら回 収 した14Cは 百 分 率 で み る と, 60～86%で あ っ

て,か な りの もの が 変 化 を うけず に留 って い る と考

え られ るが, Lossowら1)お よ びElovson2)の 成 績 に

よ って も,投 与 され た14C-palmitic acidは 大 部 分

16:0の ま まで, 1部 が18:0, 18:1に 変 換 され

て お り, palmitic acid poolが 極 め て 大 きい ことが

うかがわ れ る. 14C-palmitic acidか ら他 脂酸 へ の14C

と り こみ百 分 率 を み る と,大 部 分 が18:0で あ っ た.

しか も, 4時 間 目か ら24時 間 目に か けて18:0が 増

加 した こ とは, palmitic acid poolが 大 で あ る た

め, 14C-palmitic acidの 炭 素 鎖elongationが 徐 々

に起 って い る もの と考 え られ る.

14C -palmitic acidよ りの総 脂 酸 の 各 脂 酸 へ の14C

と りこみ 百 分 率 に お いて, GTG群 で はcontrol群

に比 して, 24時 間 目 で, 16:0の 増 加, 18:0の 減

少 が み られ た が, palmitic. acid以 外 の脂 酸 へ の14C

と りこみ 百 分率 の 成 績 で は有 意 の差 が み られ な か っ

た.従 っ て, GTG群 で はcontrol群 に比 して, pal

mitic acid poolが 大 で あ る と考 え られ る.

14C -palmitic acidよ りの主 要 脂質 分 画 へ の14Cと

りこみ 百 分率 に おいて, control群 に比 してGTG群

で は, PLの 増 加, TGの 減 少傾 向 が み られ た が,総

脂酸 の14Cの 中 で16:0が60%以 上 で ある こ とか ら,

 GTG群 で は16:0がTGよ り もPLヘ エ ス テ ル 化

し易 い 可 能 性 が あ る.こ の 点 に つ い て は,今 回TG

お よ びPLエ ス テ ル脂 酸 につ い て検 討 して い な いの

で 明 らか で な い が,山 内3)はGTG肥 満 マ ウ ス で は,

肝 お よ び脂 肪 組 織 に お け る14C-palmitic acidよ り

のTGへ の14Cと りこ み は亢 進 して い な い こ とをみ と

め て い る.

次 に, 18:2は α-linolenic acid (18:3ω3)

と共 に必 須 脂酸 で あ り,多 価 不 飽 和 脂酸 の 合 成 経 路

の 中 で ω6系 は18:2→18:3→20:2→20:3→20:4の

経 路 がMeadら4)5)に よ り明 らか に され た.こ れ らの

反 応 は ミク ロゾ ー ムで, acyl CoAの 形 で行 わ れ,不

飽 和 化反 応 はATP, NADPHと 分 子 状酸 素 を必 要 と

し,岸 素鎖elongation反 応 はATP, NADPHとmal

onyl CoAを 必 要 とす る5)6)10). Brennerら7)10)は,上

記 の ω-6系.の 不飽 和 化 反 応 は,こ とな るω 系 の 多価

不 飽 和 脂 酸 に よ って培 抗 的 に阻害 され る こ とお よ び

同 じω系 の 多価 不飽 和 脂 酸 の 間 でproduct inhibi

tionま た はfeedback inhibitionを うけ る こ と を明

らか に した.ま た, Nelvaら8)は,食 餌 中 の 蛋 白 質

が18:2ω6→18:3ω6へ の 不 飽 和 化 反応 を規 制

して い る こ と を早 出 して い る.ま た, Marcelら9)

やMohrhauerら10)は, 18:2ω6か ら20:4の 生

成 経 路 に お い て, 20:2ω6よ り も18:3ω6を 経

由 す る経 路 が優 勢 で あ る こ とを明 らか に した.

著 者 の 実 験 成 績 で は, 14C-linoleic acidを 投 与

した さいの18:2よ り回 収 した14Cは 総 脂 酸 の54～62

%で あ った が, 14C-γ-lineolenic acidを 投与 した場



390　 藤 井 靖 久

合18:3よ り回 収 した14Cは6～10%と 極 めて 少 く,

 14C -γ-linolenic acidが 速 や か に代 謝 され て い る こ

と を示 して い る.こ の点 につ い て は,す で に1957年

にMeadとHowton4)が, 18:3ω6は18:2ω6

よ り も極 めて 速 や か に20:4ω6に 変 換 され る こ と

お よ び18:3ω6は18:2か ら20:4へ の 経 路 の 中

間 体 で あ る こ とを明 らか に して い る. 20:3, 20:4

へ の14Cと りこみ 百 分率 は, 14C-linoleic acidに 比

して14C-γ-linolenic acidの 方 が著 明 に増 加 して い

た が,こ の成 績 は,上 記 のMeadとHowtonの 成 績

を支 持 す る もの で あ る.

14C-linoleic acidに 比 して14C-γ-linolenic acid

投与 の 場 合 に は, 16:0, 18:0へ の14Cと りこ み百

分 率 は有 意 に減 少 して い た.こ の成 績 は18:2に 比

して18:3で ば20:3, 20:4へ の経 路 が著 明 に増

加 し,短 鎖 化 お よ びacetyl CoAよ りの再 合 成 の経

路 は非 常 に少 い こ とを示 している! C-linoleic acid

で は16:0と18:0へ の14Cと りこ み 百 分 率 が ほ ぼ

同 率 で あ っ た が, acetyl CoAよ りの 再 合 成 に よ る

もの で あ れ ば,第1編 の成 績 か ら, 18:0は16:0

の 〓 以 下 に な るは ず で あ る.従 っ て,こ の場 合 の16

:0, 18:0はacetyl CoAよ りの再 合成 に よ る も

の で は な く, 18:2か ら18:0, 16:0へ の経 路 に

よ る もの と考 え られる.

次 に, control群 とGTG群 の 間 で, 20:4生 成

経 路 を比 較 す る と, 14C-γ-linolenic acidよ りの総

脂 酸 の各 脂 酸 へ の14Cと りこみ百 分 率 において, GTG

群 で はcontrol群 に比 して, 20:3の 低 下, 20:4

の 増 加 が み られ た.す な わ ち, GTG群 で は, 18:3

よ りの20:4へ の 合成 経 路 が 亢 進 して い るの もと考

え られ る. 20:4生 成 に つ い て は, Friedmanら11)

は, alloxan糖 尿 病 ラ ッ トの肝 お よ び肺 に お け る18

:2ω6よ りの20:4ω6の 生 成 が低 下 して い る こ

と を み とめ,ま たMercuriら12)も, alloxan糖 尿

病 ラ ッ トの肝 ミク ロゾ ー ムに お い て, 18:2ω6→

18:3ω6の 変 換 の低 下 とinsulinに よ る回 復 を み

とめ て い る. Brennerら13)もinsulinが18:2ω6

→18:3ω6の 不 飽 和 化 酵 素 の 活 性 を上 昇 させ る こ

とを報 告 して い る.著 者 は第1編 に お い て, GTG群

で は18:1の 合 成 が亢 進 して い る点 で,糖 尿 病 動 物

と対 照 的 で あ る こ と を既 述 し たが, 20:4生 成 に お

い て も上 述 の ご と く, GTG群 とalloxan糖 尿 病 動

物 が対 照 的 で あ る こ と は興 味 深 い と考 え る.

14C-linoleic acidお よび14C-γ -linolenic acidよ

りの主 要 脂 質 分 画 へ の14Cと り こみ 百 分率 に お い て,

 14C-linoleic acidの 場 合
,両 群 と もPLで50%前

後, TGで40%前 後 で あ っ た が, 14C-γ-linolenic

 acidで は,両 群 と もPLが70～78%で あ った.こ め

差 は, PLお よ びTGエ ス テ ル 各 脂 酸 へ の14Cと りこ

み百 分 率 の 成 績 か ら, 18:2はPLよ り もTGに, 20

:4は 大 部 分PLに エス テ ル 化 し易 い とい うエ ス テ

ル化 に お け る脂酸 の 撰択 性 に よ る もの で あ ろ う.ま

た, control群 とGTG群 と比 較 す る と, control群

に比 してGTG群 では, PLの 低 下, TGの 増 加 傾 向

が み られ,脂 酸 の エ ス テ ル 化 にお いて,両 群 の 間 に

差 異 が あ る もの と推 測 され る.

第5章　 結 語

Goldthioglucose肥 満 マ ウ ス(GTG群)に お け る

(U)-14C-palmitic acid, 1-14C-linoleic acidお

よ び1-14C-γ-linolenic acidよ りの 肝 総 脂 酸,主

要 脂 質 分画 お よ び総 脂 酸 の 各 脂 酸 へ の14Cと りこみ を

control群 と比 較 検 討 し,以 下 め 成 績 が え られ た.

1) 14C-palmitic acid投 与 後4, 24お よ び48時

間 目の 肝, 14C-linoleic acidお よ び14C-γ-linolenic

 acid投 与 後24時 間 目の肝1g当 りの総 脂酸 へ の14C

と りこみ で は,両 群 に お い て有 意 の差 は み られ なか

った.

2) 総 脂 酸 の 各 脂 酸 へ の14Cと りこ み百 分 率 で は,

 14C -palmitic acid投 与 の 場 合16:0と して 留 ま る

率 が 高 く, 18:0へ の変 換 は低 率 で あ った. 14C-lin

oleic acidの 場 合 は, 18:2と して 留 ま る率 は総 脂

酸 の 約1/2で あ り, 20:4へ の 変 換 は低 率 で あ っ たが,

 14C-γ-linolenic acidの 場 合 は
, 18:3と しで留 ま

る率 は極 め て低 く, 20:4へ の変 換 が高 率 で あ っ た.

GTG群 で はcontrol群 に比 して, palmitic acid

 poolの 増 加 が あ り,ま た18:3よ り20:4へ の変

換 率 の増 加 が み とめ られ た.

3) 主 要 脂質 分 画 へ の14Cと り こみ 百 分 率 で は,両

群 と も, 14C-palmitic acidよ りの14Cは 主 と してTG

に, 14C-linoleic acidよ りの14CはTGとPLに, 14C-γ-

linolenic acidよ りの14Cは 主 と してPLに と り こま

れ て い た が, control群 に比 してGTG群 で は, 14C-

palmitic acidの 場 合 に はTGへ のエ ステル化率 の 低

下 とPLへ の エス テル化 率 の増 化 が み られ, 14C-lin

oleic acidお よ び14C-γ-linolenic acidの 場 合 に

は, TGへ の エ ス テ ル化 率 の 増 加 とPLへ の エ ス テル

化 率 の低 下傾 向 が み られ た.

4) 14C-linoleic acidお よ び14C-γ-linolenic acid

よ りのTGお よ びPLの 各 脂 酸 へ の14Cと り こみ百 分



Goldthioglucose肥 満 マ ウ ス に お け る脂酸 代 謝 に関 す る研 究　 391

率 の 成 績 か ら,両 群 と も, 18:2はPLよ り もTG

とエ ス テ ル 化 しや す い こ とお よ び20:4は そ の 大 部

分 がPLと エ ス テ ル 化 す る こ とが み と め られ た.

以 上 の 成 績 か ら, goldthioglucose肥 満 マ ウス に

お け るpalmitic acidお よ び必 須 脂 酸 の代 謝 は, pal

mitic acid poolの 増 加 と γ-linolenic acidよ りの

arachidonic acid生 成 率 の 増 加 に よ り特 徴 づ け ら

れ る.

尚,本 研究 は第10回 日本老 年医学会 およ び第12回

脂質生化学研究会 にお いてその要 旨を発表 した.

稿 を終 るにのぞみ,本 研究 を御指導,御 校 閲 を賜

わった恩師平木潔教授並 びに木畑正義講師 に深甚 な

る謝意 を表 する.
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Fatty acids synthesis from acetate in goldthioglucose obese (GTG) mice was described in

 part Ⅰ.

In this report, the incorporation of 14C from (U)-14C-palmitic acid, 1-14C-linoleic acid and

 1-14C-γlinolenic acid into individual fatty acids and major lipid classes of liver was determined

 in vivo.

Results were as follows.

1) No significant differences between GTG and control mice were found in the incorporation

 of 14C into saponifiable fraction of lipids (total fatty acids) from 14C-palmitic acid, 14C-linoleic acid

 and 14C-γ-linolenic acid.

2) In the percentage distribution of 14C in malor lipid classes in both groups of mice, it

 was found that 14C come from 14C-palmitic acid was incorporated mainly into triglyceride, 14C from

 14C -linoleic acid into triglyceride and phospholipids
, and 14C from 14C-γ-linolenic acid . mainly into

 phospholipids.

A few differences between . GTG and control mice were found in the percentage distribution

 of 14C from 14C-palmltic acid, 14C-linoleic acid and 14C-γ-linolenic acid in triglyceride and phosp

holipids.

3) In regard to the study on the incorporation of 14C into individual fatty acids of saponif

iable fraction of lipids, the percentage of 14C recovered in palmitic acid from 14C-palmitic acid more

 increased and that in stearic acid more decreased in GTG mice than in control mice.

When 14C-linoleic acid was used as precursor the percentage of 14C recovered in linoleic

 acid was 55-62% and that in arachidonic acid was about 12% of 14C in total fatty acids, in both

 groups of mice.

However, the percentage distribution of 14C in γ-linolenic acid from 14C-γ-linolenic acid was

 10% and that in arachidonic acid was 46-58%, in both groups of mice.

The rate of conversion from γ-linolenic acid to arachidonic acid more increased in GTG mice

 than control mice.

4) In regard to the esterification of individual fatty acids into major lipid classes, it was

 found in both groups of mice that linoleic acid was more esterified into tryglyceride than into

 phospholipids, and arachidonic acid was esterified mainly into phospholipids.

From these results, metabolism of palmitic acid and essential fatty acids in GTG mice is

 characterized by increased palmitic acid pool and increased ratio of the conversion from γ-lin

olenic acid to arachidonic acid.


